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2024 年度政治思想学会 研究大会プログラム 

2024 年 5 月 25 日（土）・26 日（日）。 

会場：国際基督教大学 

統一テーマ：政治と性/ジェンダー/セクシュアリティ 

 

 

 

◆ 5 月 25 日（土曜） 

 

【9:30～】受付（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階ロビー） 

 

【10:00～ 12:00】 シンポジウム I：  ケアと政治」  

会場：トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-171 

司会：田村哲樹（名古屋大学）  

報告：山田祥子（東北大学） ケアとグローバルな正義」 

田中東子（東京大学：非会員） ケアとテクノロジー」 

討論：石川涼子（立命館大学） 

 

【12:10～13:10】 休憩/ 理事会（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-136） 

 

【13:10～15:40】 国際シンポジウム 

会場：トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-171 

司会：武田宏子（名古屋大学）  

講演：Joan C. Tronto (ミネソタ大学、ニューヨーク市立大学名誉教授) 

 “Caring is an Activity, Democracy is an Activity: Beyond Capitalism and Protection”  

討論：鈴木知花会員（函館大学） 

杉本竜也会員（日本大学） 

高松香奈（ICU：非会員） 

Donghye Kim (ヨンセ大学: 非会員・韓国政治思想学会学会員) 

 

【15:50～18:30】 シンポジウム II ： 政治運動のなかのフェミニズム、フェミニズムのなかの

政治運動 

会場：トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-171 

司会：梅森直之（早稲田大学）  

報告：黒川伊織（神戸大学：非会員） フェミニズム以前の〈フェミニズム〉—女性革命家

は女性の革命運動の歴史をどう見出したか」 

 シーダー、チェルシー・センディ （青山学院大学 ：非会員） 一時的なMoment から
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継続的な Movement へ――日本の戦後学生運動・環境運動における再生産ケア・ワ

ークの再検討」 

討論：上野成利（神戸大学） 

寺岡知紀（中京大学） 

 

【18:30~ 18:50】 総会（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-171） 

 

【19:00-21:00】懇親会 

会場：ダイアログハウス１階カフェテリア 

会費：一般 6000 円、大学院生 4000 円（＊同伴のお子さん：小学生以下、無料。中高生、 

１000 円） 

 

◆ 5 月 26 日（日曜） 

 

【9:00～】 受付（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階ロビー） 

【9:30- 12:20】 自由論題報告 

第一会場（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-171）  

司会：中田喜万（学習院大学） 

報告： 

【09:30～10:20】 常瀟琳（筑波大学）  感情の時代」における 人心」と 風俗」——内藤

耻叟の思想を中心にして」 

【10:30～11:20】 藤川剛司（東京大学） 中江兆民の政治思想」 

【11:30～12:20】 上田悠久（茨城大学）   方自自治は民主主義の学校」の思想史試論――日

本における受容と展開」 

 

第二会場（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館２階 T-229） 

司会：辻康夫（北海道大学） 

報告： 

【9:30～10:20】 大場優志（名古屋大学大学院） 構造的不正義に取り組む政治理論に向けて

──認識的分断にいかに取り組むか」 

【10:30～11:20】 山岸大樹（同志社大学大学院） アイリス・マリオン・ヤングの思想におけ

るフェミニスト現象学と規範的政治理論の関係」 

【11:30～12:20】 倉田大輔（早稲田大学大学院） 依存の観点からみたコンセンサス公共的理

性リベラリズムの限界」 

 

第三会場（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館２階 T-270） 

司会：安武真隆（関西大学） 

報告： 
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【9:30～10:20】 和田昌也（同志社大学） デモクラシーとユートピア――ミゲル・アバンス

ールの視座から」 

【10:30～11:20】 佐久間啓（同志社大学大学院）  革命的改良主義者」としてのジャン・ジ

ョレス――修正主義論争とそれ以後における展開に着目して」 

【11:30～12:20】 石山将仁（早稲田大学） 人格的自律の新たな構想――他者の背景の認知に

よる批判的反省」 

 

第四会場（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館２階 T-328） 

司会：梅田百合香（桃山学院大学） 

 報告： 

【9:30～10:20】  近藤和貴（拓殖大学） クセノフォンの正義論――  ポロイ』を中心として」 

【10:30～11:20】 松尾哲也（大阪大学）  神学－政治問題」とは何か――レオ・シュトラウ

スが提起する主題の意義について－」 

【11:30～12:20】 小野寺研太（日本女子大学） ジェーン・アダムズの初期平和論――世紀転

換期アメリカのフェミニズムと進化思想」 

 

【12:30～13:40】 休憩/ 理事会（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-136） 

 

【13:40～14:00】 総会（トロイヤー記念アーツ・サイエンス館１階 T-171） 

 

【14:00～16:40】 シンポジウム III： 政治思想におけるジェンダー」 

会場：トロイヤー記念館１階 T-171 

司会：岡野八代（同志社大学） 

報告：稲村一隆（早稲田大学） スーザン・オーキンの機能主義批判が表現しなかったアリ

ストテレスの女性観」 

林葉子（名古屋大学） 山川菊栄の性管理政策批判――結婚、性売買、避妊および中

絶についての制度論を中心に」 

内藤葉子（大阪公立大学）  〈自〉〉配 のポリティクス―ケアと動物をめぐるフェミ

ニズムの考察－」 

討論者：齋藤純一（早稲田大学） 
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